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概要 

歯科の画像から、知的画像処理(CAD)技術を駆使して口腔疾患と全身疾患の検出／評価法を開発する。歯科遠隔診断にそ

の技術を結合し、医科、歯科（専門医）、歯科（開業医）のシームレスな連携が可能な ICT診断支援システムを構築する。

この新システムの有用性を示すために、地域の歯科医師会に所属する歯科医院を対象に実証実験を行う。これにより、  

新システムを活用すれば、患者は地方の歯科医院を受診した場合でも、都市部と同等の専門性の高い診断を享受でき、さ

らに、全身疾患の早期発見も可能になることを証明する。 

１．まえがき
 歯科画像診断の出発点ともいえるパノラマＸ線写真は、

ほとんどの歯科医院で撮影されている。パノラマ画像には，

上下顎の歯と歯周組織の他に，顔面から頸にかけての広い

領域が描出される。このため，う蝕や歯周病などの一般的

な歯科疾患の診断情報に加えて，骨粗鬆症，動脈硬化，あ

るいは上顎洞炎（蓄膿）などを早期発見する情報が内包さ

れている。 

 しかし，限られた時間内に診療を行う歯科医師が，全て

のパノラマ画像を綿密に観察する事は困難である。そこで

我々は，2009年度より文部科学省と岐阜県の援助を受け，

知的画像処理（Computer Aided Detection/Diagnosis, 

CAD）技術を駆使して，下顎皮質骨厚さの計測，頸動脈石

灰化の検出と解析，及び上顎洞Ｘ線透過性の解析をコンピ

ュータで完全自動処理する診断支援システムを開発する

プロジェクトを進めてきた。2011 年には、地域歯科医師

会が参加した臨床応用テストを実施し、1000 例を超える

パノラマ画像データを蓄積するとともにシステムの機能

をチェックする事ができた。 

  一方、歯科における遠隔画像診断の健康保険適用が開始

されたが、歯科放射線専門医は全国で約 200 名に過ぎず、

開業歯科医院で撮影された画像のすべてを精査すること

はできない。そこで、情報通信（ICT）技術を活用し，遠

隔画像診断と CAD を有機的に結合させた診断システムを

考えた。本研究課題は、歯科パノラマＸ線写真から異常像

を検出する CAD をクラウドコンピューティングにより運

用し、発見された異常を遠隔画像診断で確認する、新しい

画像診断体系の可能性をさぐるプロジェクトである。 

２．研究開発内容及び成果
本研究では、歯科パノラマＸ線画像から、歯周病などの

歯科特有の疾患、および骨粗鬆症などの全身疾患の発見に

つながる異常を検出／評価する CAD技術を開発する。同時

に、ICTを用いた歯科遠隔診断システムにその技術を結合

し、CADで予め異常をスクリーニングし、その情報をベー

スに医科、歯科（専門医）、歯科（開業医）間がシームレ

スに連携できる ICT 診断支援システムを構築した。(図 1) 

 研究成果として、歯科領域におけるはじめての本格的

な CADシステムの開発に成功し、ネットワーク上でシステ

ムを運用する事に成功した。さらに、遠隔画像診断と CAD

間でデータを共有する連携するシステムを開発し、運用す

ることができた。また、地域の歯科医療機関の協力を得て

実証実験（臨床応用テスト）を実施し、当初計画（2年間

で 1,000例）の２倍を超える症例データを解析した。遠隔

画像診断による専門医の判定をゴールドスタンダードと

した時、骨粗鬆症疑い症例の判別は、感度 81.0 特異度

85.3の成績であり、実用化可能と考えられた。頸動脈石

灰化の検出、上顎洞異常の検出および歯周病による歯槽骨
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吸収評価の CAD機能に関しては、各メーカの撮影装置から

の多様なパノラマ画像への対応について、改良が必要とさ

れる成績であった。（図 2）

そこで、多施設の環境に対応できるように，各社ごとに異

なるパノラマＸ線の画素サイズおよび画像濃度特性を標

準化する方法を検討した。画素サイズに関しては、3000 X 

1500画素をパノラマ画像の標準マトリックスサイズとし

て、これに一致させる補整方法を開発した。パノラマ CAD

に搭載してテストをおこない、計画通りに動作する事を確

認した。画像濃度特性に関しては、臨床応用試験（実証実

験）を通じて多くの機種の画像データ入手できたので、こ

れを基に検討継続中である。 

 地域医療への貢献を検証する ICT 診断支援システムの

実証実験は、歯科開業医 20 施設、大学附属病院（歯科）

４施設で実証実験を展開した。歯科開業医施設では、合計

約 1600 例のパノラマＸ線像がクラウド上のパノラマ CAD

システムにアップロードされ、約 800 例でパノラマ CAD

によるスクリーニングと SADID による遠隔画像診断の両

方が実施された。大学附属病院（歯科）４施設では合計約

800例のパノラマＸ線像がアップロードされたが、患者情

報に関する施設の規定などの事情により、パノラマ CAD

のテストにのみ参加した。蓄積されたデータに基づく疫学

的検討は、現在も継続中である。 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創 

 今回開発した ICT 診断支援システムを活用すれば、患

者は地方の歯科医院を受診した場合でも、都市部と同等の

専門性の高い診断を享受でき、さらに、全身疾患の早期発

見も可能になることが示された。開発したパノラマ CAD

に関して、テスト結果が優れていた骨粗鬆症のスクリーニ

ングシステムは早期に事業化を進め歯科への CAD 普及を

図る。歯周病、頸動脈石灰化、上顎洞異常を検出するシス

テムについては、製品化までに解決すべき課題も多いが、

実用化に向け研究開発を継続する。さらに、本プロジェク

トの延長線上にある課題として、普及が著しい歯科用コー

ンビーム CT（CBCT）の CAD についても開発を進める計画

である。また、実証実験で収集した大規模画像データを活

用して疫学調査研究を行い、口腔疾患と全身疾患の関係に

ついての新知見の獲得を目指す。 

４．むすび 

 診療情報のデジタル化が急速に進んでいる歯科では、

CADおよび遠隔診断の有用性が高く、普及への期待も高ま

っている。しかし、歯科独特の問題点も明らかになってき

た。歯科には画像検査に携わる診療放射線技師が勤務して

おらず、画像の取得（撮影）からデータ処理までを歯科医

師自らがしなければならない。また歯科画像データの多く

が医用画像の標準フォーマットである DICOM に準拠して

いない事も大きな問題である。ICT 技術の開発と同時に、

臨床に携わる歯科医師への ICT技術の啓発が、今後の歯科

ITCの発展に欠かせないと考える。 
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